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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ねじり振動減衰器及びねじり弾性継手を持つ動力伝達系列であって、ねじり振動減衰器
が、駆動側部分に対して弾性的に支持される従動側減衰質量を持ち、ねじり弾性継手が、
従動側部分に対して弾性的に支持される駆動側減衰質量を持ち、ねじり弾性継手及びねじ
り振動減衰器が、ねじり振動減衰器及びねじり弾性継手に対して共通な減衰質量を持つ構
造単位に構成されているものにおいて、ねじり振動減衰器の駆動側部分（１）、ねじり弾
性継手の従動側部分（１１）及び共通な減衰質量が、同心的に設けられる３つの部分（１
，２，１１）を形成し、共通な減衰質量を形成する部分（２）が、一方ではねじり振動減
衰器の駆動側部分（１）に、他方ではねじり弾性継手の従動側部分（１１）に、放射状板
ばね（９，１３）により結合され、同心的に設けられる部分のうち最も外側の部分（２）
と最も内側の部分（１１）との間の板ばね（１３）が、中間の部分（１）の貫通口（１５
）を貫通していることを特徴とする、動力伝達系列。
【請求項２】
中間の部分（１）と減衰質量として役立つ最も外側の部分（２）との間に形成されるねじ
り振動減衰器が、中間の部分（１）を介して、動力伝達系列の駆動側に結合され、最も外
側の部分（２）と最も内側の部分（１１）との間に設けられるねじり弾性継手が、最も内
側の部分（１１）を介して、動力伝達系列の従動側に結合されていることを特徴とする、
請求項１に記載の動力伝達系列。
【発明の詳細な説明】



(2) JP 4123358 B2 2008.7.23

10

20

30

40

50

【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ねじり振動減衰器及びねじり弾性継手を持つ動力伝達系列であって、ねじり
振動減衰器が、駆動側部分に対して弾性的に支持される従動側減衰質量を持ち、ねじり弾
性継手が、従動側部分に対して弾性的に支持される駆動側減衰質量を持ちねじり弾性継手
及びねじり振動減衰器が、ねじり振動減衰器及びねじり弾性継手に対して共通な減衰質量
を持つ構造単位に構成されているものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
たとえば船舶駆動装置の動力伝達系列においてねじり振動を許容される程度に減衰するた
め、一方では、内燃機関から成る駆動装置のはずみ車を備えたクランク軸用のねじり振動
減衰器が使用され、他方では、ねじり弾性継手が使用され、ねじり弾性継手を介してクラ
ンク軸が、推進装置を駆動する伝動装置に結合されている。ねじり振動減衰器及びねじり
弾性継手は、外側部分及び内側を、これらの部分の間に、トルクを伝達する放射状板ばね
が設けられている。積層体にまとめられる板ばねは、外側部分の範囲で中間片の間に曲げ
に抗すように締付けられ、内側部分の軸線方向溝に係合している（オーストリア特許公告
第４０５８６６号明細書）。中間片は、減衰液体で満たされた室を区画し、中間片と内側
部分との間の絞りを生じる環状間隙を介してこれらの室が接続されているので、トルクが
かかるため内側部分と外側部分との相対回転の際、板ばねに予荷重をかけるのみならず、
室の間の液体を置換し、それにより付加的な液圧相対減衰を行う。ねじり振動減衰を行う
。ねじり振動減衰器とねじり弾性継手との相違は、大体においてねじり強さ、相対減衰特
性及び従動及び従動側又は駆動側の減衰質量の設計に認められねばならず、これらのパラ
メータは、動力伝達系列により形成される振動系に合わせることができる。このようなね
じり振動減衰器及びねじり弾性継手の使用により、駆動系の振動特性を有利に改善するこ
とができるが、特に、一般にねじり振動減衰器はクランク軸の一端に設けられ、ねじり弾
性継手はクランク軸の他端に設けられねばならず、大抵の場合付加的にはずみ車が必要な
ので、比較的高い構造費が生じる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　従って本発明の基礎になっている課題は、こじんまり構成され、構造費が著しく低減さ
れるのみならず、動力伝達系列の振動特性も改善されるように、最初にあげた種類のねじ
り減衰器及びねじり弾性継手を持つ動力伝達系列を構成することである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、ねじり振動減衰器の駆動側部分、ねじり弾性継手の従動側部分及び共通な減
衰質量が、同心的に設けられる３つの部分を形成し、共通な減衰質量を形成する部分が、
一方ではねじり振動減衰器の駆動側部分に、他方ではねじり弾性継手の従動側部分に、放
射状板ばねにより結合され、同心的に設けられる部分のうち最も外側の部分と最も内側の
部分との間の板ばねが、中間の部分の貫通口を貫通していることによって、与えられた課
題を解決する。
【０００５】
動力伝達系列の駆動装置に比較してねじり減衰器の駆動側部分の慣性モーメントが小さい
ことによって、従動側減衰質量の対応する慣性モーメントとの共同作用で、ねじり強さと
ねじり振動減衰器の相対減衰とを適当に合わせる際、動力伝達系列は駆動側でねじり振動
をよく減衰されるので、内燃機関のクランク軸における僅かな交番応力を考慮すればよい
。これに関して、ねじり弾性継手の駆動側減衰質量が比較的大きい慣性モーメントを伴う
ことが考えられる。更にねじり振動減衰器及びねじり弾性継手に共通な減衰質量のこの大
きいモーメントにより、ねじり弾性継手がねじり強さ及び相対減衰に関して適当に設計さ
れると、駆動範囲と従動範囲との間における動力伝達系列の振動特性のはずみ車の作用に
対比可能な分離が、行われる。これは、一般に、ねじり振動減衰器に比較してねじり弾性
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継手の著しく小さいねじり強さを必要とする。駆動機関用の別個のはずみ車を設けること
を不要にし、かつ駆動装置のクランク軸の一端を自由にする簡単な構造にもかかわらず、
動力伝達系列全体が、その振動特性に関して、駆動側のねじり振動減衰のため及び従動側
のねじり弾性継手のために別個の装置を持つ公知の動力伝達系列に比較して、一層よい影
響を受ける。
【０００６】
ねじり振動減衰器及びねじり弾性継手は、異なるやり方で共通な構造単位に構成可能であ
るけれども、ねじり振動減衰器の駆動側部分及びねじり弾性継手の従動側部分が、減衰質
量としての共通な外側又は内側部分を持っていると、特に簡単な構造状態が得られる。ね
じり振動減衰器の駆動側部分、ねじり弾性継手の従動側部分及び共通な減衰質量が、同心
的に設けられかつ放射状板ばねにより対をなして互いに結合される３つの部分を形成して
いると、最も外側の部分と最も内側の部分との間の板ばねが、中間の部分の貫通口を貫通
することができ、それにより比較的小さい外径をもつこじんまりした構造が保証される。
【０００７】
構造単位の比較的小さい全質量で、ねじり振動減衰器及びねじり弾性継手に共通な減衰質
量のために比較的大きい慣性モーメントを可能にするため、ねじり振動減衰器及びねじり
弾性継手が、減衰質量を形成する共通な外側部分を備えている。この前提条件でねじり振
動減衰器及びねじり弾性継手の異なるねじり強さに関して有利な構造条件を規定できるよ
うにするため、中間の部分と最も外側の部分との間に形成されるねじり振動減衰器が、中
間の部分を介して、動力伝達系列の駆動側に結合され、最も外側の部分と最も内側の部分
との間に設けられるねじり弾性継手が、最も内側の部分を介して、動力伝達系列の従動側
に結合されている。この手段により、ねじり弾性継手の大きい半径方向長さが生じ、これ
がねじり振動減衰器に比較してねじり弾性継手の小さいねじり強さに役立つ。
【０００８】
本発明の実施例が図面に示されている。
【０００９】
【実施例】
図示した実施例によれば、動力伝達系列の駆動側と従動側との間に組込むべき構造単位は
、例えば駆動装置のクランク軸に結合されるボスを持ち、このボスがねじり振動減衰器の
駆動側の内側部分１を形成し、このねじり振動減衰器の従動側の外側部分は符号２を付け
られている。駆動側の内側部分１上に回転可能に支持されるこの外側部分２は、締付け環
３及び２つの側板４から構成され、これらの間に中間片５及び６が設けられて、その間に
室７及び８を形成している。室７において中間片５の間に、ばね積層体にまとめられる放
射状板ばね９が狭まれ、その自由端が軸線方向溝１０へ係合しているので、外側部分２が
内側部分１に対して板ばね９によりねじり弾性的に支持されている。室７は減衰液体一般
に油を満たされ、内側部分１と外側部分２との相対ねじりの際この減衰液体が、中間片と
しての支持体５と内側部分１との間に生じる絞り間隙を介してこれらの室７の間で置換さ
れる。板ばね９及び室７の間の液体置換により生じる液圧減衰の大きさ設定により、ねじ
り振動減衰器がそのねじり強さ及び相対減衰に関してそれぞれの要求に合わされることが
できる。
【００１０】
しかし外側部分２は、ねじり振動減衰器の従動側減衰質量として役立つのみならず、ねじ
り弾性継手を形成するため従動側の内側部分１１とも共同作用し、このねじり弾性継手は
、内側部分１１に設けられる接続フランジ１２により、動力伝達系列の従動側に接続され
ている。このねじり弾性継手は、外側部分２と内側部分１１との間にトルクを伝達するた
め、板ばね１３を持ち、内側部分１１は、板ばね１３の自由端の受入れのため軸線方向溝
１４を形成している。ねじり振動減衰器の内側部分１を少なくとも部分的に貫通口１５に
おいて貫通して板ばね積層体にまとめられる板ばね１３の外端は、中間片６の間に曲げに
抗すように狭まれているので、外側部分２と内側部分１のボス体内に回転可能に支持され
ている内側部分１１との間で、ねじり弾性変位が可能にされ、その際減衰を大きくするた
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、内側部分１１と内側部分１のボス体との間の絞り間隙を介して、流れ接続されている。
ねじり強さ及び外側部分２と内側部分１１との間に生じるねじり弾性継手の相対減衰は、
従って内側部分１と外側部分２との間のねじり振動減衰器には関係なく、構造により規定
されることができる。
【００１１】
外側部分２は、減衰質量として、入力側振動減衰器及び出力側ねじり弾性継手に属してい
るので、比較的大きい慣性モーメントを持ち、この慣性モーメントは、外部部分２の一方
の側板上にある環状歯車１６により増大される。この環状歯車１６は、駆動機関が始動さ
れる時、駆動装置用始動電動機により駆動される。ねじり弾性継手の従動側の内側部分１
１に比較して外側部分２の比較的大きい慣性モーメントのため、この継手のねじり強さと
相対減衰の適当な整合に関連して、動力伝達系列の従動側が、振動技術的に駆動側から大
幅に絶縁されることができる。更に駆動側動力伝達系列のねじり振動を減衰する減衰質量
として、外側部分２を有利に利用できるので、同心的な３つの部分１，２及び１１を本発
明により設け、これらの部分の間にねじり振動減衰器及びねじり弾性継手を形成すること
によって、動力伝達系列全体のねじり振動特性を改善し、同時に構造費を著しく少なくす
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ねじり振動減衰器及びねじり弾性継手から構成される構造単位の範囲で本発明に
よる動力伝達系列の一部を軸線に対して直角な断面で示す。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線による断面を縮尺で示す。
【符号の説明】
１　　ねじり振動減衰器の駆動側部分
２　　共通な外側部分
１１　ねじり弾性継手の従動側部分
【図１】 【図２】
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